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 境港出会い応縁事業
 廃棄物減量等推進事業 出会いから妊娠・出産にいたるまでの

支援のうち「出会い・婚活」に対する支援として、
「鳥取出会いサポートセンター　えんトリー」の

登録料などに対する助成金。

 生ごみの減量化を目的として
コンポストの普及・促進を

はかるための経費。

30 万円 54 万円

令和５年６月定例会（令和５年度補正予算）

 まちまるごと図書館事業
 誕生から 30 周年を迎える

水木しげるロードの記念シンポジウムなどの
開催経費。

  図書館への来館が難しい方へ
本を届けるための移動図書館用の
車両購入・図書購入などの経費。

387 万円  584 万円

令和５年５月臨時会・６月定例会令和５年５月臨時会・６月定例会
（議決結果・令和５年度補正予算）（議決結果・令和５年度補正予算）

　境港市議会では、５月９日と５月２９日に臨時会が開かれ、続いて６月５日から２７日まで２３日間の
会期で６月定例会を開催し、「令和５年度境港市一般会計補正予算（第１号）」など予算４議案、「境港市印
鑑条例の一部を改正する条例制定について」など条例３議案、および「水木しげる記念館再整備事業に関
する基本協定の変更について」などその他５議案が上程されました。審議、採決の結果、議案はいずれも
原案のとおり可決されました。
　また、提出された「ゆたかな学びの実現・教職員定数改善をはかるための、２０２４年度政府予算に係
る意見書採択の陳情」は、採択・意見書送付となりました。その他、委員会提出議案２件が原案のとおり
可決されました。
　議決結果はＰ４、Ｐ５に掲載しています。また、市議会ホームページでもご覧いただけます。
　一般会計補正予算から主な事業を紹介します。

 水木しげるロード
30 周年記念事業
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特別委員会報告

特別委員会での質疑・意見特別委員会での質疑・意見
　6 月定例会では、4 つの特別委員会が開催され、各部署からの事業説明・報告を受け、それに対して議
員からさまざまな質疑や意見がありました。その一部を紹介します。

【公共施設等の在り方調査特別委員会】
「個別施設計画策定状況」について
　令和 4 年 3 月 31 日時点での本市の建物台帳をもとに作成された、個別施設計画策定状
況や BIMMS 入力状況と、参考資料として境港市公共施設等総合管理計画にもとづく個別
施設計画の説明がありました。委員からは、「さかいポートサウナの現況について」、「旧
台場保育所の雨漏りの施設改修」などについて質疑がありました。

【基地・空港港湾問題調査特別委員会】
 「境港公共マリーナ拡張計画」について
　この計画は、境港港湾計画（令和 3 年 7 月改訂）にもとづき、
境港管理組合が令和 4 年度から調査設計に着手し、令和 10
年度に完成目標とする境港公共マリーナの拡張であり、委員
からは、「新たに建設される防波堤の釣り場としての利用の
有無」、「防波堤の延伸による潮流の変化」などについて質疑
や意見がありました。
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【基地・空港港湾問題調査特別委員会】
 「境港公共マリーナ拡張計画」について
　この計画は、境港港湾計画（令和 3 年 7 月改訂）にもとづき、
境港管理組合が令和 4 年度から調査設計に着手し、令和 10
年度に完成目標とする境港公共マリーナの拡張であり、委員
からは、「新たに建設される防波堤の釣り場としての利用の
有無」、「防波堤の延伸による潮流の変化」などについて質疑
や意見がありました。

【災害対策調査特別委員会】
「島根原子力発電所 2 号機の新燃料の輸送計画」について
　5 月 31 日に中国電力株式会社から連絡のあった、上記の計画について安全協定にもと
づく連絡内容と今後の流れ、本市の対応について説明がありました。委員からは、「鳥取
県が実施する立入調査の際、本市の対応について」、「島根原発が保有する核燃料数と輸送
される新燃料数の割合、再稼働に必要な燃料について」など質疑がありました。

【議会改革推進特別委員会】
「境港市議会情報通信機器使用基準」について
　境港市議会では、議会の DX 化を推進するため、タブレッ
ト端末の導入と会議のペーパーレス化に向けて、「境港市議
会情報通信機器使用基準」を新たに定めました。
委員からは、「アプリケーションソフトのインストール基準
について」、「会議中のタブレット以外の情報通信機器の使用
について」質疑がありました。
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賛成：○　反対：×　（注）賛否状況は全て案件に対する各議員の賛否状況を記載しています。
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第31号

第32号

第33号

第35号

第36号

第37号

第38号

第39号

第4号

第5号

第7号

令和５年度境港市一般会計補正予算（第１号）

専決処分の承認を求めることについて【境港市税条例等（一部改正）】

専決処分の承認を求めることについて【境港市国民健康保険税条例（一部改正）】

水木しげる記念館再整備事業に関する基本協定の変更について

令和５年度境港市一般会計補正予算（第２号）

令和５年度境港市駐車場費特別会計補正予算（第１号）

工事請負契約の締結について【水木しげる記念館再整備事業建設工事】

令和５年度境港市一般会計補正予算（第３号）

境港市税条例等の一部を改正する条例制定について

境港市地域経済牽引事業の促進のための固定資産税の課税免除に関する条例の一部を改正する条例制定について

工事請負契約の締結について【境港２号汚水幹線築造工事（１９工区）】

工事請負契約の締結について【外江町汚水枝線（その２５）工事】

工事請負契約の締結について【市営住宅外江団地エコ改善工事（建築）】

少人数学級・教職員定数の改善を求める意見書の提出について

境港市議会議員の請負の状況の公表に関する条例制定について

ゆたかな学びの実現・教職員定数改善をはかるための、２０２４年度政府予算に係る意見書採択の陳情
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令和５年６月定例会　議決結果一覧表【賛否の分かれたもの】

第34号 境港市印鑑条例の一部を改正する条例制定について
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きょうどう 境港市議会公明党議員団自由未来 無所属
賛　　否　　状　　況

■予算委員会
「境港出会い応縁事業」
　この事業で登録料などの助成をする「鳥取出会いサポートセンター・えんト
リー」の登録状況、事業の方向性について質問があり、「県内登録者７２７人中、
市内登録者は３１人で、民間の出会い系アプリやサイトに比べて安心感を持っ
て会ってもらえるメリットがあるので、多くの人に活用してもらいたい」「中
海圏域市長会主催の婚活イベントなどとあわせ、『誰もが安心して元気に暮ら
す支え愛のまちづくり』実現をはかりたい」と説明がありました。

「市民体育館・第 2 市民体育館の改修事業」
　工事の予定と休館期間中の利用者への対応に関する質問があり、「工事のた
め令和６年４～９月は休館を予定しており、利用団体には他施設の利用をお願
いすることになるが、１０月のねんりんピックには利用してもらえる」と説明
がありました。

「水木しげるロード 30 周年記念事業」
　「水木プロダクションや水木しげるロード振興会、境港観光協会と一緒に
なって連続性のある企画をしていただきたい」という意見がありました。
 
■総務民教委員会
「印鑑条例の一部を改正する条例制定」
　マイナンバーカードに加え、スマートフォンなどを利用してコンビニエンス
ストアなどで印鑑登録証明書の交付ができるよう改正するもの。「マイナン
バーカードやコンビニ交付にトラブルがある中での推進はとどめるべきではな
いか」という意見がありました。

■経済厚生委員会
「市営住宅外江団地エコ改善工事の工事請負契約」
　この契約にかかわって、総合評価方式での入札
について、「再検討が必要ではないか」という意見
がありました。

委員会での質疑・意見

委員会報告・令和５年５月臨時会・６月定例会議決結果
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め令和６年４～９月は休館を予定しており、利用団体には他施設の利用をお願
いすることになるが、１０月のねんりんピックには利用してもらえる」と説明
がありました。

「水木しげるロード 30 周年記念事業」
　「水木プロダクションや水木しげるロード振興会、境港観光協会と一緒に
なって連続性のある企画をしていただきたい」という意見がありました。
 
■総務民教委員会
「印鑑条例の一部を改正する条例制定」
　マイナンバーカードに加え、スマートフォンなどを利用してコンビニエンス
ストアなどで印鑑登録証明書の交付ができるよう改正するもの。「マイナン
バーカードやコンビニ交付にトラブルがある中での推進はとどめるべきではな
いか」という意見がありました。

■経済厚生委員会
「市営住宅外江団地エコ改善工事の工事請負契約」
　この契約にかかわって、総合評価方式での入札
について、「再検討が必要ではないか」という意見
がありました。

委員会での質疑・意見

委員会報告・令和５年５月臨時会・６月定例会議決結果
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紙面の都合上、質問と答弁を要約しています。
議事録は議会事務局やホームページで閲覧できます。

ページ 質問事項 質問議員 ページ 質問事項 質問議員

10 各個質問

9 各個質問

8 各個質問

7 各個質問

6 各個質問 伊藤 康弘

森岡 俊夫

足田 法行

米村 一三

景山 　憲

田口 俊介

①対話型人工知能（AI）「チャットGPT」について

①「水産業」を取り巻く諸課題について
②障がい者が安心して暮らせるまちづくりについて

①外国人材の確保と多文化共生社会の実現について
②「書かない窓口」の導入など自治体DXの推進について
③ICT を活用した地域在宅医療の構築について

①再生可能エネルギーの活用推進について
②境港市公共施設等総合管理計画について

①境港市史などの編纂・発刊について
②竹内地区賑わいづくりの現状と進捗について

①自治会等のデジタル化について
②学びの保障に向けた不登校対策について
③市民の交通安全対策について

11 各個質問

柊　 康弘

安田 共子

松本 晶彦

加藤 文治

平松 謙治

①道路整備について
②犯罪被害者等支援条例について

①マイナンバーカード普及促進への懸念について
②市民の権利と命を守る行政へ～美保基地をめぐる
　米軍共同使用、重要土地等調査法の問題について

①境港市健康づくり推進計画について
②誰もが安心して元気に暮らす支え愛のまちづくりについて

①環境・ごみ対策課について
②境港市観光案内図について
③水木しげるロードとおさかなロードについて

①本市における証明書などコンビニ交付サービスの不具合について
②マイナンバーカードに関係する課題や問題について

①体育施設改修について
②体育施設の減免制度について

12 各個質問

13 各個質問

14 各個質問

15 各個質問

16 各個質問

吉井 　巧17 各個質問

市政を問う
議員12人が一般質問を行いました。

一 般 質 問一 般 質 問

チャットＧＰＴの
今後の導入は?
市長

９月末までにガイドラインを
定め、導入予定

質問に応じて人工知能が文章を生成
（イラストはイメージ）

【
伊
藤
】
全
国
に
先
駆

け
て
神
奈
川
県
横
須
賀

市
が
「
チ
ャ
ッ
ト
Ｇ
Ｐ

Ｔ
」
を
自
治
体
で
初
め

て
試
験
導
入
し
た
。
各

自
治
体
に
よ
っ
て
導
入

方
針
が
異
な
る
が
、
本

市
の
見
解
は
。

【
市
長
】「
チ
ャ
ッ
ト
Ｇ

Ｐ
Ｔ
」
を
含
む
生
成
Ａ

Ｉ
の
活
用
に
つ
い
て
、

本
年
５
月
か
ら
庁
内
の

デ
ジ
タ
ル
化
推
進
ワ
ー

キ
ン
グ
チ
ー
ム
で
検
討

を
始
め
た
。「
個
人
情

報
を
入
力
し
な
い
」「
情

報
が
真
実
か
ど
う
か
を

確
認
す
る
」
な
ど
生
成

Ａ
Ｉ
の
利
用
に
関
す
る

暫
定
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

を
定
め
、
同
ワ
ー
キ
ン

グ
チ
ー
ム
委
員
に
よ
り

「
議
事
録
の
要
約
」「
文

書
の
校
正
」
な
ど
活
用

方
法
を
検
証
し
、
他
自

治
体
の
動
向
も
参
考
に

す
る
。
ま
た
、
９
月
末

ま
で
に
庁
内
で
生
成
Ａ

Ｉ
を
利
用
す
る
た
め
の

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
定
め

る
予
定
で
あ
る
。

【
伊
藤
】「
チ
ャ
ッ
ト
Ｇ

Ｐ
Ｔ
」
以
外
の
生
成
Ａ

Ｉ
も
あ
る
が
、
導
入
は

検
討
し
て
い
る
か
。

【
総
務
部
長
】
生
成
Ａ

Ｉ
の
種
類
に
よ
っ
て
、

特
長
が
異
な
る
の
で
今

後
調
査
研
究
し
た
い
。

会派　自由未来会派　自由未来
伊藤　康弘　議員伊藤　康弘　議員

62023 年8月／境港市議会　議会だより　第30号



親子が一緒に住める
障がい者施設を

境漁港で水揚げされたイワシ

【
森
岡
】
支
援
が
あ
る

場
所
で
障
が
い
を
も
つ

子
ど
も
と
一
緒
に
暮
ら

し
た
い
と
い
う
親
の
切

な
る
思
い
を
実
現
で
き

る
よ
う
、
施
設
整
備
に

努
力
す
べ
き
で
は
な
い

か
。

【
市
長
】
障
が
い
の
あ

る
子
ど
も
の
保
護
者
に

と
っ
て
、
将
来
子
ど

も
が
ど
う
生
活
す
る
の

か
と
い
う
こ
と
は
切
実

な
問
題
で
あ
り
、
個
々

の
家
庭
の
状
況
に
よ
っ

て
、
さ
ま
ざ
ま
な
選
択

肢
の
中
か
ら
、
親
の
思

い
と
障
が
い
の
あ
る
子

の
意
向
を
し
っ
か
り
と

ふ
ま
え
た
生
活
ス
タ
イ

ル
を
選
ぶ
こ
と
が
必
要

だ
と
考
え
る
。

【
森
岡
】
富
山
県
や
大

分
県
で
は
、
高
齢
者
と

障
が
い
者
が
同
じ
建
物

や
敷
地
内
で
一
緒
に
暮

ら
せ
る
施
設
が
す
で
に

開
設
さ
れ
て
い
る
が
。

【
市
長
】
ま
ず
は
、
重

度
の
知
的
障
が
い
者
に

対
応
し
た
施
設
に
つ
い

て
報
酬
単
価
の
見
直
し

な
ど
国
へ
要
望
す
る
。

今
後
は
、
親
子
で
入
居

し
た
い
方
の
ニ
ー
ズ
把

握
を
行
い
な
が
ら
、
富

山
県
や
大
分
県
に
あ
る

よ
う
な
施
設
の
調
査
研

究
を
行
い
た
い
。 共生型グループホームのしくみ

市長 ニーズ把握を行いながら
調査研究してみたい

各 個 質 問

森岡　俊夫　議員森岡　俊夫　議員
会派　きょうどう会派　きょうどう

TAC 管理が水産業に
及ぼす影響は

市長 本市水産業の維持・発展に
重要な制度と認識

©鳥取県

【
森
岡
】
改
正
漁
業
法

施
行
で
導
入
さ
れ
た

漁
獲
量
割
り
当
て
制

度（
Ｔ
Ａ
Ｃ
管
理
制
度
）

が
及
ぼ
す
本
市
水
産
業

へ
の
影
響
は
。

【
市
長
】
水
産
資
源
の

管
理
手
法
と
し
て
導
入

さ
れ
た
Ｔ
Ａ
Ｃ
制
度

は
、
将
来
に
わ
た
り
本

市
水
産
業
に
と
っ
て
重

要
な
制
度
で
あ
る
と
認

識
す
る
。
市
で
は
、
漁

獲
可
能
量
の
追
加
配
分

や
Ｔ
Ａ
Ｃ
枠
の
見
直
し

な
ど
資
源
管
理
と
水
産

業
者
の
経
営
が
両
立
で

き
る
よ
う
要
望
し
て
い

る
。

【
森
岡
】
２
０
２
４
年

問
題
と
い
わ
れ
る
運

送
業
界
の
働
き
方
改

革
は
、
輸
送
コ
ス
ト
の

上
昇
や
配
送
の
遅
れ
な

ど
、
本
市
水
産
業
に

と
っ
て
重
要
な
問
題
と

考
え
る
が
。

【
市
長
】
豊
洲
市
場
な

ど
大
消
費
地
へ
の
運
行

便
数
と
輸
送
可
能
量
の

減
少
、
運
賃
の
値
上
げ

な
ど
に
よ
り
、
鮮
度
出

荷
さ
れ
る
水
産
業
へ
の

影
響
を
懸
念
し
て
い

る
。
業
界
か
ら
の
状
況

把
握
に
努
め
、
国
、
県

と
協
調
し
、
支
援
策
な

ど
検
討
す
る
。
冷
凍
・

冷
蔵
施
設
・
設
備
の
増

築
・
更
新
に
対
す
る
支

援
も
要
望
し
て
い
く
。
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各 個 質 問

公明党公明党
足田　法行　議員足田　法行　議員

米子市のお悔やみ
ワンストップ窓口の様子

（一つの窓口で手続きができ、各手続きの
ため市役所内を回る必要がなくなった）

本市の
ワンストップ窓口の導入は

【
足
田
】
本
市
で
の
ワ

ン
ス
ト
ッ
プ
窓
口
「
ス

マ
ー
ト
窓
口
」
の
導
入

の
可
能
性
は
ど
う
な
の

か
。

【
市
長
】
境
港
市
Ｄ
Ｘ

推
進
計
画
に
お
い
て
、

「
書
か
な
い
窓
口
」、「
行

か
な
い
窓
口
」、「
迷
わ

な
い
窓
口
」
を
め
ざ
し

て
い
る
。

　
導
入
方
法
に
つ
い
て

は
、
職
員
が
申
請
者
に

内
容
を
聞
き
取
り
、
端

末
に
入
力
す
る
方
法
、

ま
た
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
を
読
み
込
む
こ

と
で
、
書
か
な
く
て
す

む
方
法
な
ど
を
考
え
て

い
る
。

新時代の地域在宅
医療の所見を問う

分
化
・
連
携
強
化
、
医

師
・
看
護
師
な
ど
の
確

保
、
働
き
方
改
革
の
推

進
な
ど
の
経
営
強
化
が

急
務
。
さ
ら
に
病
院
機

能
の
効
率
化
は
、
Ｉ
Ｃ

Ｔ
の
活
用
が
カ
ギ
を

握
っ
て
い
る
。
市
内
の

各
医
療
機
関
に
は
、
新

し
い
時
代
の
地
域
医
療

を
め
ざ
し
て
も
ら
い
た

い
が
、
市
長
の
考
え
を

う
か
が
う
。

【
市
長
】
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活

用
し
た
地
域
医
療
を
支

え
る
た
め
、
本
市
の
各

医
療
機
関
と
充
分
協
議

し
な
が
ら
、
今
後
検
討

し
た
い
。

【
足
田
】
外
国
人
労
働

者
に
対
し
て
盛
ん
に
文

化
交
流
を
さ
れ
て
い
る

が
、
日
本
語
の
習
得
は

進
ん
で
い
る
の
か
う
か

が
う
。

【
市
長
】
日
本
語
講
習

を
受
け
て
い
る
が
、
日

本
語
を
実
践
す
る
機
会

が
少
な
く
、
会
話
が
う

ま
く
で
き
な
い
こ
と
が

あ
る
と
聞
く
。

【
足
田
】
制
度
見
直
し

を
想
定
し
て
、
特
定
技

能
へ
の
移
行
に
対
応
す

べ
き
で
は
。

【
産
業
部
長
】
特
定
技

能
に
移
る
に
は
、
日
本

語
習
得
が
鍵
な
の
で
、

今
の
事
業
を
礎

い
し
ず
えに
し

て
、
さ
ら
な
る
取
り
組

み
を
進
め
た
い
。

【
足
田
】
今
後
、
医
療

提
供
体
制
の
確
保
に

は
、
病
院
間
の
機
能

オンライン診療の様子
（対面診療では、一人ずつ受付、診察、検査、処方、

会計を行うが、オンライン診療になると、
それぞれまとめて作業ができ、効率化が進む）

さらなる日本語習得に取り組みたい産業部長

特定技能への移行に対応すべきでは

申請などで書かなくてすむ方法を
考えている市長

今後の地域医療について
充分協議をしていく市長
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各 個 質 問

会派　きょうどう会派　きょうどう
米村　一三　議員米村　一三　議員

【
米
村
】
渡
地
区
の
太

陽
光
発
電
施
設
な
ど
の

本
市
の
最
近
の
設
置
例

を
見
る
と
、
収
支
の
合

わ
な
い
施
設
に
は
設
置

せ
ず
、
有
利
な
助
成
制

度
が
利
用
で
き
る
施
設

を
選
ん
で
設
置
す
る
方

針
で
あ
る
と
推
測
す

る
。
本
市
の
太
陽
光
発

電
施
設
建
設
に
対
す
る

基
本
的
考
え
方
に
つ
い

て
の
説
明
を
求
め
る
。

【
市
長
】
太
陽
光
発
電

設
備
の
設
置
は
、
有
利

な
財
源
を
検
討
し
、
諸

条
件
を
勘か

ん
あ
ん案
し
て
最
適

な
施
設
な
ど
に
設
置
す

る
。

　
ま
た
、
現
在
進
め
て

い
る
脱
炭
素
先
行
地
域

づ
く
り
事
業
は
、
建
物

の
設
置
年
数
、
構
造
な

ど
を
勘か

ん
あ
ん案
し
、
本
年
は

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
の

屋
根
に
設
置
す
る
。
ま

た
、
来
年
度
以
降
は
下

水
道
セ
ン
タ
ー
の
敷
地

に
太
陽
光
発
電
設
備
を

設
置
す
る
の
が
最
適
で

あ
る
と
判
断
し
た
。

　
施
設
へ
の
設
置
の
ほ

か
に
も
、
本
事
業
の
中

で
、
耕
作
放
棄
地
を
活

用
し
た
太
陽
光
発
電
設

備
の
設
置
な
ど
に
よ

り
、
令
和
８
年
度
ま
で

に
、
す
べ
て
の
公
共
施

設
に
お
け
る
脱
炭
素
化

を
進
め
る
計
画
だ
。

【
米
村
】
境
港
市
公
共

施
設
等
総
合
管
理
計
画

に
よ
れ
ば
、
令
和
17
年

度
に
は
老
朽
化
す
る
校

舎
の
建
て
替
え
が
必
要

と
予
測
し
て
い
る
。

　
本
市
の
出
生
率
は
令

和
２
年
か
ら
４
年
は
、

い
ず
れ
も
年
に
２
０
０

人
未
満
と
な
っ
て
い

る
。
本
市
の
中
学
生
総

数
は
６
０
０
人
未
満
と

な
る
の
で
は
と
推
測
す

る
。
校
舎
改
築
前
に
校

区
の
再
編
協
議
が
必
要

だ
。
取
り
組
み
状
況
の

説
明
を
求
め
る
。

【
教
育
長
】
校
区
再
編

は
平
成
29
年
の
境
港
市

校
区
審
議
会
の
最
終
答

申
に
も
と
づ
き
準
備
し

て
い
る
。
最
終
答
申
で

は
「
将
来
的
な
児
童
生

徒
数
の
推
移
や
学
校
の

適
正
規
模
、
そ
の
他
学

校
統
合
に
係
る
諸
課
題

に
つ
い
て
総
合
的
に
判

断
す
る
必
要
が
あ
る
」

と
さ
れ
て
い
る
。
今
後

の
生
徒
数
減
少
の
観
点

か
ら
も
、
慎
重
に
検
討

す
べ
き
と
考
え
る
。

　
以
前
と
同
様
に
、
校

区
再
編
と
小
中
一
貫
校

の
開
設
は
喫き

っ
き
ん緊
の
課
題

と
認
識
し
て
い
る
。
関

係
各
課
で
ワ
ー
キ
ン
グ

チ
ー
ム
を
立
ち
上
げ
て

検
討
を
始
め
た
。

太陽光発電設置の
基本的考え方は

校舎改築前に、
校区再編方針決定を

いづれ建て替えの議論が必要となる
本市の学校施設

市長 有利な財源などの諸条件を
勘
かんあん
案し判断する

市内に多く見られる太陽光発電設備
（竹内工業団地）

ワーキングチームを
立ち上げて検討を始めた教育長
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市政６５周年史の
発刊はどうする

料
編
、
新
修
・
写
真

集
、
ま
た
、
１
９
９
１

年
に
は
、
境
港
市
制
35

周
年
史
が
発
刊
さ
れ
て

以
来
、
45
周
年
史
、
55

周
年
史
と
10
年
周
期
で

行
政
史
が
発
刊
さ
れ
て

き
た
。
65
周
年
に
あ
た

る
今
年
、
発
刊
の
時
期

と
考
え
る
が
準
備
と
予

定
、
ま
た
、
延
期
さ
れ

る
の
か
う
か
が
う
。
発

刊
の
過
程
で
は
、
新
た

な
資
料
な
ど
の
発
見
、

分
析
、
執
筆
者
の
確
保

な
ど
準
備
作
業
が
必

要
。
研
究
者
、
外
部
有

識
者
な
ど
に
よ
る
編
さ

ん
委
員
会
な
ど
の
設
置

の
現
状
、
考
え
方
を
う

か
が
う
。

【
教
育
長
】
境
港
市
史

発
刊
以
来
、
37
年
経
過

し
た
。
市
史
編
さ
ん
審

議
会
は
、
現
在
設
置
さ

れ
て
い
な
い
。
新
し
い

市
史
の
発
刊
を
行
い
た

い
と
考
え
て
い
る
。　

　
市
制
75
周
年
に
合
わ

せ
た
市
史
発
刊
に
向
け

て
、来
年
度
に
お
い
て
、

新
た
な
市
史
編
さ
ん
審

議
会
を
立
ち
上
げ
た

い
。

【
景
山
】
本
市
で
は
、

１
９
８
６
年
に
境
港
市

史
上
下
巻
が
発
刊
さ
れ

て
以
来
、
市
史
・
資

竹内南地区賑わいづくり取り組み例（資料）

これまでに発刊された市史など

【
景
山
】
コ
ロ
ナ
禍
か

ら
の
回
復
傾
向
も
あ

り
、
完
成
以
来
、
入
港

が
待
望
さ
れ
た
「
境
夢

み
な
と
タ
ー
ミ
ナ
ル
」

へ
の
ク
ル
ー
ズ
船
が
今

年
で
は
28
回
の
寄
港
予

定
の
内
、
既
に
14
回
寄

港
と
な
っ
て
い
る
。
こ

れ
ま
で
に
、
タ
ー
ミ

ナ
ル
の
整
備
に
合
わ
せ

た
「
竹
内
南
地
区
賑に

ぎ
わ

い
づ
く
り
」
が
テ
ー
マ

で
あ
っ
た
と
考
え
て
い

る
。
令
和
元
年
８
月
、

鳥
取
県
な
ど
関
連
機
関

で
「
竹
内
南
地
区
賑に

ぎ
わ

い
づ
く
り
連
絡
会
」
が

設
置
さ
れ
て
い
る
が
、

人
の
流
れ
や
観
光
客
を

呼
び
込
む
計
画
策
定
と

取
り
組
み
が
期
待
さ
れ

る
。
今
後
の
方
針
は
。

【
市
長
】「
竹
内
南
地
区

賑に
ぎ

わ
い
づ
く
り
連
絡

会
」
は
、
今
年
は
開
催

さ
れ
て
い
な
い
。今
後
、

境
港
管
理
組
合
で
は
、

竹
内
南
地
区
全
体
の
再

整
備
方
針
を
検
討
し
、

本
年
度
末
に
は
整
備
計

画
を
作
成
予
定
と
聞
い

て
い
る
。
本
市
で
も
Ｓ

ｅ
ａ
級
グ
ル
メ
全
国
大

会
の
開
催
な
ど
イ
ベ
ン

ト
の
実
施
を
関
係
機
関

や
団
体
と
連
携
し
て
取

り
組
む
。

景山　　憲　議員景山　　憲　議員
会派　自由未来会派　自由未来

各 個 質 問

７５周年に向け市史発刊を
めざして取り組む教育長

竹内南地区の賑
にぎ
わい

づくりの推進を

市長 竹内南地区整備計画策定
予定と聞いている
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各 個 質 問

【
田
口
】
自
治
会
な
ど

の
デ
ジ
タ
ル
化
な
ど
、

デ
ジ
タ
ル
技
術
を
活
用

し
た
地
域
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
再
構
築
へ
の
見
解

は
。

【
市
長
】
自
治
会
な
ど

の
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

か
ら
の
相
談
に
丁
寧
に

対
応
し
、
デ
ジ
タ
ル
技

術
の
活
用
な
ど
の
さ
ま

ざ
ま
な
好
事
例
の
紹
介

や
助
成
制
度
に
つ
な
げ

る
な
ど
、
必
要
な
支
援

を
行
っ
て
い
き
た
い
。

【
田
口
】
情
報
弱
者
と

な
り
や
す
い
高
齢
者
へ

の
デ
ジ
タ
ル
活
用
に
つ

い
て
も
今
後
検
討
を
。

【
市
長
】
ア
ナ
ロ
グ
と

デ
ジ
タ
ル
両
方
の
最
善

策
を
探
っ
て
い
き
た

い
。

【
田
口
】
信
号
の
な
い

横
断
歩
道
で
の
安
全
対

策
と
し
て
、
愛
知
県
豊

田
市
で
は
「
止
ま
っ
て

く
れ
て
あ
り
が
と
う
」

運
動
を
実
施
し
、
さ
ら

に
視
認
性
を
高
め
る
た

め
に
電
柱
幕
の
設
置
も

行
っ
て
い
る
。
ま
た
、

兵
庫
県
明
石
市
で
は

「
ぴ
か
っ
と
わ
た
る
く

ん
」
と
い
う
、
点
滅
式

の
看
板
を
設
置
し
、
市

民
か
ら
好
評
を
得
て
い

る
。
こ
の
よ
う
な
取
り

組
み
に
つ
い
て
の
所
見

を
。

【
市
長
】
日
頃
の
安
全

教
育
が
重
要
だ
が
、
ソ

フ
ト
面
だ
け
で
は
な
く

そ
の
よ
う
な
ハ
ー
ド
面

の
取
り
組
み
も
検
討
を

重
ね
て
い
き
た
い
。

プ
ラ
ン
の
本
市
の
受
け

止
め
は
。
ま
た
国
の
求

め
る
４
つ
の
取
り
組
み

に
つ
い
て
の
推
進
は
。

【
教
育
長
】
不
登
校
対

策
は
喫き
っ
き
ん緊
の
課
題
で
あ

り
、
Ｃ
Ｏ
Ｃ
Ｏ
Ｌ
Ｏ
プ

ラ
ン
を
も
と
に
し
た
４

つ
の
取
り
組
み
に
沿
っ

て
対
策
を
推
進
し
、
子

ど
も
た
ち
の
学
び
を
保

障
し
て
い
き
た
い
。

【
田
口
】
多
様
な
学
び

の
場
で
の
学
習
を
ど
う

成
績
に
反
映
さ
せ
る

か
。

【
教
育
長
】
学
び
の
意

欲
の
評
価
が
成
績
に
結

び
つ
く
よ
う
、
国
・
県

に
も
要
望
し
て
い
く
。

市民の交通安全への
さらなる対策を

自治会でのデジタル活用の検討は

デジタル技術の活用に必要な支援を行う市長

文科省が 3月に発表した
「誰一人取り残されない不登校対策
～ＣＯＣＯＬＯプラン」で示された

つながりのイメージ

文科省の不登校対策
への取り組みは

【
田
口
】
不
登
校
対
策

と
し
て
、
文
科
省
の
発

表
し
た
Ｃ
Ｏ
Ｃ
Ｏ
Ｌ
Ｏ

ハード面での取り組みも
検討を重ねたい市長

信号のない横断歩道を安全に渡るために
全国の自治体ではさまざまな工夫を展開中！

公明党公明党
田口　俊介　議員田口　俊介　議員

対策を推進し子どもたちの
学びを保障したい教育長
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市民から連絡のあった道路

犯罪被害者等支援条例
制定を望む

ロ
ッ
ク
が
置
か
れ
て
通

行
の
邪
魔
を
し
て
い
る

と
の
連
絡
が
あ
り
、
現

場
を
確
認
す
る
と
個
人

所
有
の
土
地
で
あ
る
こ

と
が
判
明
し
た
。ま
た
、

そ
こ
に
続
く
道
路
は
舗

装
さ
れ
て
い
る
も
の
の

農
道
で
あ
り
、
個
人
所

有
の
土
地
が
含
ま
れ
て

い
る
。
代
替
わ
り
な
ど

で
土
地
所
有
を
主
張
さ

れ
、
通
行
で
き
な
く
な

る
恐
れ
が
あ
る
。
市
道

認
定
を
し
て
安
心
し
て

通
行
で
き
る
よ
う
に
す

べ
き
と
考
え
る
が
。

【
市
長
】
指
摘
の
道
路

に
つ
い
て
は
平
成
８
年

に
開
発
行
為
が
行
わ
れ

る
以
前
か
ら
幅
員
1.8
m

未
満
の
農
道
と
し
て
農

道
台
帳
に
記
載
が
あ
る

が
、
現
況
は
約
3.8
m
で

舗
装
さ
れ
、
側
溝
も
整

備
さ
れ
て
い
る
。
業
者

が
開
発
行
為
を
行
っ
た

際
に
道
路
も
整
備
し
た

と
推
測
さ
れ
る
が
、
す

で
に
業
者
は
廃
業
し
、

経
緯
は
不
明
で
あ
る
。

沿
線
の
土
地
所
有
者
に

聞
き
取
り
を
行
い
、
今

後
も
現
状
の
道
路
と
し

て
適
切
な
通
行
が
維
持

で
き
る
よ
う
調
整
を
し

た
い
と
考
え
る
。

犯罪被害者等支援シンボルマーク
「ギュっとちゃん」

【
柊
】
犯
罪
被
害
者
等

支
援
条
例
に
つ
い
て
、

令
和
３
年
３
月
に
鳥
取

県
か
ら
県
内
全
市
町
村

に
条
例
制
定
を
求
め
る

要
請
が
な
さ
れ
た
。
他

市
と
も
協
議
し
て
い
く

と
言
っ
て
い
る
中
、
鳥

取
市
・
倉
吉
市
が
条
例

を
制
定
し
た
現
在
、
本

市
と
し
て
も
条
例
を

制
定
す
べ
き
と
考
え
る

が
、
所
見
を
問
う
。

【
市
長
】
本
市
で
は
、

昨
年
10
月
に
「
境
港
市

犯
罪
被
害
者
等
見
舞
金

制
度
」
を
創
設
し
た
ほ

か
、
市
民
へ
の
理
解
を

深
め
る
た
め
、
市
報

に
「
み
ん
な
で
犯
罪
被

害
を
う
け
た
人
々
を
支

え
よ
う
！
」
と
題
し
た

記
事
を
掲
載
し
、
被
害

者
と
そ
の
家
族
が
置
か

れ
て
い
る
状
況
や
支
援

の
必
要
性
に
つ
い
て
周

知
を
は
か
っ
て
い
る
。

本
市
と
し
て
は
犯
罪
被

害
者
と
そ
の
家
族
が
鳥

取
県
内
の
居
住
地
域
に

関
係
な
く
一
律
な
支
援

が
受
け
ら
れ
る
し
く
み

が
重
要
で
あ
る
と
考
え

る
。
鳥
取
県
に
よ
る
条

例
整
備
を
要
望
し
、
国

に
対
し
て
は
、
遅
延
な

く
実
効
性
の
あ
る
救
済

制
度
に
す
る
よ
う
要
望

し
て
い
る
。

市長 鳥取県に条例整備を
要望している

各 個 質 問

会派　きょうどう会派　きょうどう
柊　　康弘　議員柊　　康弘　議員

安心して
通行できるようにすべき！

【
柊
】
市
民
か
ら
道
路

に
コ
ン
ク
リ
ー
ト
ブ

適切な通行が維持できるよう
調整を考える市長
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各 個 質 問

【
安
田
】
マ
イ
ナ
カ
ー

ド
や
マ
イ
ナ
保
険
証
の

誤
交
付
、
誤
登
録
が
続

い
た
が
、
認
識
は
。

【
市
長
】
制
度
の
安
定

的
運
用
に
支
障
を
き
た

し
、
制
度
へ
の
信
頼
を

損
ね
、
た
い
へ
ん
遺
憾

だ
。
状
況
が
改
善
さ
れ

な
い
ま
ま
保
険
証
が
廃

止
さ
れ
る
こ
と
の
な
い

よ
う
、
改
正
法
の
施
行

ま
で
に
国
の
責
任
で
国

民
の
懸
念
や
不
安
を
払

拭
す
る
よ
う
、
全
国
市

長
会
を
通
じ
て
求
め
た

い
。
国
民
、
市
民
の
不

安
が
払
拭
さ
れ
る
よ
う

に
な
る
ま
で
は
、
遅
ら

せ
て
も
良
い
と
思
う
。

【
安
田
】現
状
で
も
カ
ー

ド
交
付
率
１
０
０
％
を

め
ざ
す
の
か
。

【
市
長
】
１
０
０
％
に

な
る
ま
で
努
力
は
続
け

る
が
、
カ
ー
ド
未
交
付

の
方
に
も
市
民
サ
ー
ビ

ス
が
届
く
よ
う
に
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

【
安
田
】
カ
ー
ド
を
作

る
か
、
返
す
か
判
断
で

き
る
よ
う
な
公
報
を
願

う
が
、
カ
ー
ド
返
納
に

つ
い
て
の
公
報
は
。

【
市
民
生
活
部
長
】
市

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
返

納
制
度
を
紹
介
し
、
手

続
き
は
市
民
課
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
と
案
内
し

て
い
る
。

【
安
田
】
重
要
土
地
等

調
査
法
で
、注
視
区
域・

特
別
注
視
区
域
候
補
地

と
し
て
、
美
保
基
地
・

美
保
通
信
所
・
高
尾
山

分
屯
基
地
が
対
象
施
設

に
示
さ
れ
た
が
、
市
が

求
め
て
い
る
国
に
よ
る

説
明
会
は
未
実
施
だ
。

地
元
軽
視
の
ま
ま
指
定

を
さ
れ
る
こ
と
は
許
さ

れ
な
い
と
思
う
が
ど
う

か
。

【
市
長
】
国
に
よ
る
制

度
の
周
知
に
つ
い
て

は
、
ま
だ
不
十
分
と
感

じ
て
い
る
が
、
区
域
指

定
が
な
さ
れ
る
こ
と
自

体
は
、
法
で
定
め
ら
れ

た
適
正
な
手
続
き
で
あ

る
と
考
え
て
い
る
。

【
安
田
】
区
域
の
住
民

な
ど
に
は
、
個
別
に
情

報
提
供
が
必
要
で
は
。

【
市
長
】
区
域
指
定
が

決
定
さ
れ
れ
ば
、
指
定

さ
れ
る
区
域
の
図
面
が

公
表
さ
れ
、
所
有
す
る

土
地
な
ど
が
区
域
に
入

る
か
は
、
判
断
で
き
る

と
考
え
て
い
る
。

　

市
と
し
て
は
、
国

の
決
定
に
合
わ
せ
て
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
こ
の

区
域
図
を
公
開
し
、
制

度
の
解
説
と
、
市
全

体
の
区
域
を
示
す
図
を

載
せ
た
チ
ラ
シ
を
作
成

し
、
市
報
で
の
折
り
込

み
配
布
を
考
え
て
い

る
。

マイナカードの
トラブルへの認識は

地元軽視のままの
指定は許されない

重要土地等調査法で
すでに注視区域に指定されている

出雲市の区域図

市長 制度の安定的運用に支障、
たいへん遺憾だ

市長 国による周知は不十分だが
区域指定は適正だ

安田　共子　議員安田　共子　議員
無所属（日本共産党）無所属（日本共産党）

マイナンバーカード返納届
(一部抜粋）

鳥取県境港市長　様
令和　　年　　月　　日

個

 □ 本人都合により、個人番号カードが不要になったため

 □ 個人番号カードの有効期間が満了したため      □ 住民票コードを変更したため

 □ 個人番号カードの紛失により通知カード又は個人番号カードの再交付を受けたあと、

    紛失していた個人番号カードを発見したため

※１ 個人番号がわからない場合は、生年月日と性別を記載してください。

※２ 外国籍を有する方で住民票に通称が記載されている方は、必ず通称を記載してください。

複写

個

代理人による届出の場合は、以下に記入してください。

委

回
複写

免

他

※ 事務処理記載欄

（参考）個人番号の記載がある場合は、生年月日と性別に加えて、住所の記載も省略することが可能です。

氏 名

電 話 番 号

受付担当者 受付年月日

令和　　年　　月　　日

代 理 人 　㊞　 本人との関係

住 所
 □ 上記、住所欄に同じ

利用者証明用
電子証明書

シリアル番号 資料の有無 （無・有）

　1. サービス利用の自発的な取り止め
　2. 利用者の秘密鍵の漏えい等
　　　（例：個人番号カードの紛失・破損・盗難・廃止、暗証番号の漏えい等）

返 納 理 由

　失効申請等について、該当するものに○を付けてください。また、失効を希望される電子証明書のシリアル番号を
確認できる資料（個人番号カード、電子証明書の写し等）を本日お持ちいただいている場合にはその旨と、もしその
番号をお分かりになる場合には併せてそれもご記入ください。なお、個人番号カードをお持ちいただいている場合
は、失効した電子証明書及びその鍵ペアを当該個人番号カードより消去いたしますので、あらかじめご了承くださ
い。

署名用
電子証明書

シリアル番号 資料の有無 （無・有）

　1. サービス利用の自発的な取り止め
　2. 利用者の秘密鍵の漏えい等
　　　（例：個人番号カードの紛失・破損・盗難・廃止、暗証番号の漏えい等）

住 所
 鳥取県境港市

電 話 番 号

個 人 番 号
生年
月日
※１

明･大･昭
 平･西暦     年    月    日

性別
※１

ふ り が な ふりがな

通  称
※２

 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　㊞    

電子証明

※暗証番号

電子証明

個個人人番番号号カカーードド返返納納届届
電電子子証証明明書書　　失失効効申申請請書書

男・女

様式第２
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各 個 質 問

【
松
本
】
本
市
で
は
、

市
民
一
人
ひ
と
り
の
健

康
寿
命
の
延
伸
を
は
か

る
た
め
、
本
年
度
か
ら

高
齢
者
の「
保
健
事
業
」

と
「
介
護
予
防
」
の

一
体
的
実
施
事
業
に
取

り
組
ん
で
い
る
。「
境

港
こ
こ
か
ら
！
ニ
コ
ニ

コ
健
康
く
ら
ぶ
」
の
取

り
組
み
は
、
市
民
の
健

康
へ
の
関
心
が
さ
ら
に

深
ま
る
事
業
と
注
目
を

す
る
と
こ
ろ
だ
が
、
こ

の
事
業
の
基
準
と
な
る

健
康
寿
命
お
よ
び
、
平

均
寿
命
の
数
値
と
目
標

と
な
る
数
値
を
う
か
が

う
。

【
市
長
】
一
人
ひ
と
り

が
自
ら
健
康
づ
く
り
に

取
り
組
め
る
環
境
を
整

え
、
元
気
高
齢
者
を
増

や
す
こ
と
を
目
標
と
し

て
行
っ
て
い
る
が
、
具

体
的
な
健
康
寿
命
と
平

均
寿
命
の
数
値
は
設
定

し
て
い
な
い
。
本
年
度

は
鳥
取
県
が
市
町
村
ご

と
の
健
康
寿
命
と
、
平

均
寿
命
の
数
値
を
算
定

す
る
予
定
で
あ
る
。
令

和
６
年
度
に
策
定
す
る

第
２
期
健
康
づ
く
り
推

進
計
画
に
盛
り
込
み
、

数
値
目
標
を
設
定
し
た

い
と
考
え
て
い
る
。

【
松
本
】
少
子
化
と
言

わ
れ
て
い
る
が
、
鳥
取

県
の
合
計
特
殊
出
生
率

は
1.6
。
全
国
で
３
番
目

と
前
年
よ
り
高
い
と
発

表
さ
れ
て
い
る
。
本
市

の
合
計
特
殊
出
生
率
は

お
お
む
ね
全
国
平
均
よ

り
も
高
く
推
移
し
て
い

る
。
妊
娠
か
ら
出
産
そ

し
て
育
児
と
本
市
の
切

れ
目
の
な
い
子
育
て
支

援
を
遂
行
す
る
た
め
の

保
健
師
の
配
置
状
況
は

適
正
か
。

【
市
長
】
現
在
、
子
育

て
世
代
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
に
は
保
健
師
11
名

と
看
護
師
、
助
産
師
を

そ
れ
ぞ
れ
１
名
ず
つ
配

置
し
て
い
る
。
保
健
師

の
う
ち
１
名
は
母
子
保

健
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

と
し
て
専
属
で
妊
娠
さ

れ
た
す
べ
て
の
方
に
個

別
面
談
を
行
い
、
妊
娠

期
初
期
か
ら
個
々
の
状

況
に
応
じ
た
子
育
て
支

援
プ
ラ
ン
を
作
成
し
、

切
れ
目
の
な
い
支
援
を

行
っ
て
い
る
。
保
健

師
の
配
置
状
況
は
適
正

で
あ
る
と
考
え
て
い
る

が
、今
後
も
引
き
続
き
、

保
健
師
、
看
護
師
な
ど

の
専
門
職
を
中
心
と
し

た
支
援
体
制
を
維
持
す

る
と
と
も
に
、
業
務
量

に
応
じ
た
適
正
な
人
員

配
置
に
努
め
る
。

健康寿命と
平均寿命の目標は

保健師の配置状況は適正か

乳幼児支援の新しいかたち
ネウボラとは、フィンランド発の
出産・育児支援の拠点や制度のこと

令和３年度国保データベース

松本　晶彦　議員松本　晶彦　議員
会派　自由未来会派　自由未来

具体的な数値は
設定していない市長

市長 適正な人員配置に努める
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各 個 質 問

上部が新、下部が旧境港市観光案内図

境港市観光案内図の
内容について

な
ロ
ー
ド
と
融
合
さ
せ

る
こ
と
に
よ
り
、
さ
ら

に
発
展
さ
せ
る
こ
と
が

境
港
市
の
未
来
を
担
う

子
ど
も
た
ち
や
若
者
た

ち
に
、
夢
を
与
え
る
こ

と
に
な
る
と
思
う
。
今

後
ど
の
よ
う
に
し
て
観

光
の
ま
ち
を
育
成
し
て

い
く
の
か
、
市
長
の
見

解
を
う
か
が
う
。

【
市
長
】
境
水
道
沿
い

一
帯
で
観
光
エ
リ
ア
が

形
成
さ
れ
て
い
る
。
来

年
４
月
に
は
水
木
し
げ

る
記
念
館
も
建
て
替
わ

る
。
さ
か
な
と
妖
怪
を

生
か
し
て
観
光
振
興
に

取
り
組
む
。

【
加
藤
】
環
境
・
ご
み

対
策
課
で
は
、
少
人
数

で
エ
ネ
ル
ギ
ー
対
策
か

ら
、
環
境
対
策
ま
で
、

担
当
し
て
い
る
。
環
境

対
策
で
は
、
犬
猫
対
応

や
側
溝
清
掃
な
ど
多
岐

に
わ
た
り
対
応
し
て
い

る
が
、
無
理
が
あ
る
の

で
は
な
い
か
。
環
境
問

題
こ
そ
市
の
最
重
要
課

題
と
し
て
い
る
本
市
の

見
解
を
う
か
が
う
。

【
市
長
】
近
隣
市
に
お

い
て
環
境
分
野
に
複

数
の
課
を
設
置
し
て

い
る
。
本
市
の
よ
う
に

職
員
規
模
の
小
さ
い
自

治
体
で
は
や
む
を
得
な

い
。
業
務
内
容
や
業
務

量
を
勘か
ん
あ
ん案
し
適
正
に
す

る
。

【
加
藤
】
水
木
し
げ
る

ロ
ー
ド
を
卸
売
市
場
ま

で
延
伸
さ
せ
、
お
さ
か

活用方法が問われる
海とくらしの史料館

業務量を勘
かんあん
案し適正な人員配置に努める市長

環境・ごみ対策課の業務は適正か

加藤　文治　議員加藤　文治　議員
会派　自由未来会派　自由未来

掲載内容のチェックは
行っていない市長

ど
本
市
に
と
っ
て
重
要

な
観
光
拠
点
の
明
記
が

削
除
さ
れ
て
い
る
。
本

市
か
ら
境
港
観
光
協
会

に
対
し
、
３
千
万
円
を

越
え
る
運
営
予
算
が
補

助
さ
れ
て
い
る
。
ま
ち

づ
く
り
の
拠
点
の
明
記

を
削
除
す
る
こ
と
は
問

題
が
あ
る
。
本
市
の

チ
ェ
ッ
ク
が
入
っ
て
い

る
の
か
、
う
か
が
う
。

【
市
長
】
委
託
業
務
と

は
異
な
る
こ
と
か
ら
、

掲
載
内
容
の
チ
ェ
ッ
ク

は
行
っ
て
い
な
い
。
７

月
に
発
行
さ
れ
る
観
光

マ
ッ
プ
に
は
明
記
さ
れ

て
い
る
。

【
加
藤
】
観
光
案
内
図

か
ら
、
水
木
し
げ
る
生

家
、
植
田
正
治
生
家
な

観光のまちを
どのように育成するか

さかなと妖怪を生かして
観光振興に取り組む市長
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各 個 質 問

コンビニ交付サービス

マイナ保険証の
トラブルの見解は

【
平
松
】
本
市
で
証
明

書
な
ど
コ
ン
ビ
ニ
交
付

サ
ー
ビ
ス
の
不
具
合
が

発
生
し
た
。そ
の
原
因
、

再
発
防
止
策
は
。

【
市
長
】
５
月
に
住
民

票
な
ど
の
発
行
が
で
き

な
い
事
象
が
発
生
し

た
。
原
因
は
、
委
託
業

者
が
年
度
更
新
処
理
な

ど
の
手
順
を
誤
っ
た
た

め
で
あ
り
、
サ
ー
バ
ー

の
再
起
動
な
ど
で
完
全

復
旧
し
た
。

　
も
う
一
つ
は
、
昨
年

５
月
以
降
に
印
鑑
登
録

証
明
書
の
印
影
が
適
正

に
印
刷
さ
れ
な
い
６
件

の
事
象
で
、
委
託
業
者

が
行
っ
た
印
影
デ
ー
タ

の
移
行
作
業
で
の
誤
り

が
原
因
で
あ
っ
た
。
当

初
は
、
１
件
の
デ
ー
タ

の
み
を
修
正
す
れ
ば
良

い
と
判
断
し
、
市
職
員

も
根
本
的
な
原
因
の
特

定
を
求
め
な
か
っ
た
。

こ
の
こ
と
に
よ
り
、
問

題
解
消
ま
で
１
年
も
の

期
間
を
要
し
た
。
委
託

業
者
に
は
、
正
確
な
作

業
と
確
認
を
求
め
、
全

職
員
に
対
し
て
軽
微
な

こ
と
で
あ
っ
て
も
Ｄ
Ｘ

推
進
課
へ
の
報
告
徹
底

を
指
示
し
た
。

スマホで簡単
マイナポータルで登録状況の確認を！

【
平
松
】マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
を
保
険
証
と
し

て
利
用
す
る
マ
イ
ナ
保

険
証
に
つ
い
て
、
本
市

で
の
ト
ラ
ブ
ル
は
。

【
市
長
】
令
和
３
年
10

月
の
マ
イ
ナ
保
険
証
の

オ
ン
ラ
イ
ン
資
格
確
認

開
始
以
降
、
手
続
き
の

タ
イ
ム
ラ
グ
に
よ
る
資

格
や
負
担
割
合
の
確
認

な
ど
が
あ
っ
た
が
ト
ラ

ブ
ル
に
な
っ
た
報
告
は

な
い
。

【
平
松
】国
が
当
初
作
っ

た
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
の
シ
ス
テ
ム
で
は
、

銀
行
口
座
の
確
認
で
必

要
と
な
る
フ
リ
ガ
ナ
情

報
を
持
た
な
い
な
ど
シ

ス
テ
ム
設
計
段
階
か

ら
、
信
頼
性
を
疑
う
。

来
年
秋
に
は
、
マ
イ
ナ

保
険
証
の
一
本
化
が
ス

タ
ー
ト
す
る
が
、
市
長

の
考
え
は
。

【
市
長
】
国
民
か
ら
信

頼
さ
れ
る
シ
ス
テ
ム
と

な
っ
て
い
な
い
と
思

う
。
ト
ラ
ブ
ル
が
あ
れ

ば
素
早
く
対
応
す
る
の

が
国
の
責
任
で
あ
り
、

マ
イ
ナ
保
険
証
に
つ
い

て
は
、
ト
ラ
ブ
ル
が
解

消
し
な
い
の
な
ら
遅
ら

せ
る
べ
き
で
あ
る
。

トラブルが解消しない
のなら遅らせるべき市長

平松　謙治　議員平松　謙治　議員
会派　きょうどう会派　きょうどう

コンビニ交付不具合の
再発防止策は

全職員に対して
DX推進課への報告を徹底市長
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除草作業が行き届いていない
境港市営竜ヶ山陸上競技場

令和 5年度から新しい減免基準が定められた
境港市営竜ヶ山球場

【
吉
井
】
昨
年
ま
で
、

球
場
使
用
料
の
減
免

が
適
用
さ
れ
て
い
た

大
会
が
、
本
年
度
は
減

免
が
適
用
さ
れ
な
か
っ

た
と
、
大
会
関
係
者
か

ら
相
談
を
受
け
た
。
本

年
度
、
体
育
施
設
の
減

免
制
度
の
条
例
改
定
が

あ
っ
た
か
問
う
。

【
教
育
長
】
体
育
施
設

の
減
免
に
つ
い
て
は
、

条
例
と
規
則
に
お
い

て
、
指
定
管
理
者
が
市

長
の
承
認
を
得
て
、
減

免
基
準
を
定
め
る
こ
と

に
な
っ
て
い
る
。
本
年

度
、
指
定
管
理
者
の
更

新
が
あ
り
、
指
定
管
理

者
が
新
た
に
減
免
基
準

を
定
め
た
。
新
た
な
減

免
基
準
で
は
、「
教
育

委
員
会
の
名
義
後
援
」

を
理
由
に
減
免
す
る
こ

と
が
削
除
さ
れ
た
。

【
吉
井
】
体
育
施
設
の

利
用
者
や
団
体
に
対
し

て
、
新
し
い
減
免
基
準

の
周
知
は
、
市
と
指
定

管
理
者
ど
ち
ら
が
行
う

の
か
。

【
生
涯
学
習
課
長
】
直

接
的
に
は
、
指
定
管
理

者
が
行
う
が
、
も
ち
ろ

ん
市
と
し
て
、
周
知
を

行
う
責
任
は
あ
る
の

で
、
本
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
な
ど
で
の
周
知
を

行
っ
て
い
く
。

各 個 質 問

【
吉
井
】
竜
ヶ
山
球
場

と
市
民
体
育
館
の
改
修

に
つ
い
て
、
利
用
者
へ

の
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
行
っ

た
か
。
ま
た
、
改
修
時

期
を
決
め
た
経
緯
は
。

【
教
育
長
】
竜
ヶ
山
球

場
は
、
バ
ッ
ク
ネ
ッ
ト

フ
ェ
ン
ス
の
支
柱
に
劣

化
が
あ
り
、
早
急
に
改

修
が
必
要
で
あ
っ
た
。

軟
式
野
球
協
会
の
意
見

を
参
考
に
、
来
年
開
催

の
「
全
国
ス
ポ
ー
ツ
少

年
団
軟
式
野
球
大
会
」

ま
で
に
改
修
す
る
こ
と

と
し
た
。
市
民
体
育
館

は
、
天
窓
か
ら
雨
や
雪

が
吹
き
込
み
、
ア
リ
ー

ナ
の
一
部
が
使
用
で
き

な
い
状
況
が
あ
り
、
早

急
な
改
修
が
必
要
で

あ
っ
た
。
ス
ポ
ー
ツ
協

会
と
協
議
の
上
、
来
年

開
催
の
「
ね
ん
り
ん

ピ
ッ
ク
」
ま
で
に
改
修

す
る
こ
と
と
し
た
。

【
吉
井
】
竜
ヶ
山
球
場
、

陸
上
競
技
場
、
ス
ポ
ー

ツ
広
場
の
芝
生
管
理
一

元
化
は
で
き
な
い
か
。

施
設
管
理
に
関
し
て
本

市
の
監
督
責
任
は
。

【
教
育
長
】
芝
生
管
理

に
つ
い
て
は
、
使
用
頻

度
の
観
点
か
ら
一
元
化

は
難
し
い
が
、
適
正
な

管
理
の
面
で
は
、
本
市

と
し
て
目
を
光
ら
せ
て

い
く
。

会派　自由未来会派　自由未来
吉井　　巧　議員吉井　　巧　議員

減免制度の条例改定を
行ったか

本年度指定管理者が
新たに減免基準を定めた教育長

体育施設に関する
本市の監督責任は

管理に関しては本市として
目を光らせていく教育長
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行政視察報告

 まつぼっくり事業所（社会福祉法人まつぼっくり）主催
耕作放棄地を活用した杜

とちゅう
仲の植樹セレモニーに参加

■ 日にち　令和 5 年 4 月 13 日

　本市、市長をはじめ、福祉課、農政課、㈱ゼ
ンヤクノー会長、杜

とちゅう
仲の植樹を指導された伯耆

町の赤井氏、他関係者と植樹を執り行いました。
　杜

とちゅう
仲の若葉は健康茶（杜

とちゅう
仲茶）としても注目

されています。その若葉を刈り取り乾燥させる
作業をまつぼっくり作業所で行い、鳥取市で各
種健康茶や食品の開発、製造販売を行っている
㈱ゼンヤクノーに納品をすることで、オール鳥
取の製品ができ上がります。障がい者就労事業
の問題解決の一助と新たな特産になることを思
い事業として企画されました。

内　容

  市営渡団地・市営誠道団地を視察
■ 視察日　令和 5 年 4 月 13 日

　市営渡団地エコ改修事業は、昭和 53 年から 54 年建設の市営渡団地の躯
く た い

体延命と入居者の居
住性向上を目的として、外壁改修、屋上防水改修・複層サッシ改修・水回り改修を実施されました。
市営誠道団地新築・シルバーハウジング事業は、高齢者が一人暮らしをするための住宅で、バリ
アフリーで暮らしやすい設計となっていました。

内　容
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行政視察報告

   総務民教委員会行政視察
「鳥取市立南中学校区における ICT 教育の推進について」
■ 視察日　令和 5 年 6 月 2 日

　鳥取県内のＩＣＴ活用教育推進地域でありＩＣＴ活用がもっとも進んでいる鳥取南中学校区の
現況について、鳥取市教育委員会より説明を受けました。
　毎日タブレットを持ち帰ることができる体制があり、児童生徒が日常的に学校だけでなく、家
庭学習でもＩＣＴの活用がされ、情報活用能力向上の一助となっています。鳥取南中学校区の学
校の一部授業では鳥取市外の学校とオンラインでの交流なども増え、児童生徒たちがＩＣＴを活
用しています。ＩＣＴ活用により教職員の業務効率化も進んでいると感じました。今後の課題と
して、教職員と保護者間の連絡はマチコミ（学校連絡網アプリ）で行っているが、マチコミで出
欠確認などができるよう準備を進めているとのことでした。

内　容
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在りし日のぱしふぃっくびいなす 2019年　撮影：竹田　誠司　様

　
５
月
８
日
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

感
染
症
法
上
の
位
置
付
け
が
５
類
感
染
症
に
引

き
下
げ
ら
れ
、世
の
中
の
動
き
も
新
た
な
ス
テ
ー

ジ
に
移
行
し
て
い
る
と
実
感
す
る
今
日
こ
の
頃
。

　
人
と
人
と
の
交
流
が
妨
げ
ら
れ
た
３
年
間
で
、

希
薄
と
な
っ
た
直
接
的
な
人
と
の
つ
な
が
り
を

埋
め
る
手
段
と
し
て
、オ
ン
ラ
イ
ン
を
活
用
し
た

デ
ジ
タ
ル
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ツ
ー
ル
が
い
っ

そ
う
の
広
が
り
を
み
せ
て
い
ま
す
。境
港
市
議
会

で
も
、
７
月
か
ら
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
を
導
入
し
、

ペ
ー
パ
ー
レ
ス
化
の
実
施
な
ど
Ｄ
Ｘ
化
に
向
け
て

新
た
な一歩
を
踏
み
出
し
ま
し
た
。今
後
は
、
今

ま
で
以
上
に
Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど
デ
ジ
タ
ル
ツ
ー
ル
も
活

用
し
、
議
会
活
動
の
透
明
性
を
維
持
し
て
い
く

た
め
に
も
、幅
広
く
市
議
会
の
広
報
活
動
を
行
っ

て
ま
い
り
ま
す
。引
き
続
き
市
民
の
皆
様
か
ら
の

忌
憚
の
な
い
ご
意
見
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

（
吉
井
）

き
た
ん

『市民と議会の懇談会』を開催します
～皆さんのお越しをお待ちしております～

◉とき・ところ
と　　き

８月１日（火）

８月２日（水）

８月３日（木）

８月４日（金）

外江ふれあい会館
中浜公民館集会所
余子公民館

８月６日（日） 保健相談センター

開会　午後 7時 30分
閉会　午後 9時（予定）

開会　午後 1時 30分
閉会　午後 3時（予定）

上道公民館
誠道公民館
渡公民館
境公民館

と  こ  ろ 時　　間


